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CHECK！ FAST
（Face Arm Speech Time）

神経内科専門医の紹介

神経内科紹介

Face：
A r m ：
Speech：

Time：

顔の麻痺
腕の麻痺
ことばの障害

上記が一つでも出ていれば脳卒中の可能性大！
発症時刻を確認して！すぐに救急車を呼びましょう！

（脳）神経内科で扱う疾患
（脳）神経内科は脳や脊髄、神経、筋肉の病気をみる内科で、100種類を越えるとても多くの神経疾患を診療しま

す。脳卒中については近年治療法が進歩し、発症して間もない場合は専門医療機関での速やかな治療により予後が

劇的に改善する可能性が高いことが明らかになっています。

突然「しゃべれない・手足が動かない・顔が歪んだ・これまでに経験したことがない頭痛」などの症状が生じた場

合は躊躇せずに救急要請し適切な治療が可能な医療機関に搬送してもらいましょう。

急性期脳卒中以外にも（脳）神経内科の扱う疾患は多く「パーキンソン病・脊髄小脳変性症・痙性対麻痺・多発硬

化症・慢性炎症性多発神経（根）炎」など様々な「神経難病」があります。以前は治療ができなかった病気も現在で

は多くの治療法が開発されています。

次のページに載っている症状が出現した場合は（脳）神経内科の受診をご検討ください。



（脳）神経内科と精神科・心療内科の違い
精神科は、統合失調症や気分の変化（うつ病や躁
病）、精神的な問題を扱う科です。
また心療内科は精神的な問題がもとで体に異常を
きたしたような病気を扱う科です。
一方で（脳）神経内科はこれらの科と異なり、精神的
な問題からではなく脳や脊髄、神経、筋肉に病気が
あって体が不自由になる病気を扱います。（脳）神
経内科では症状が脳や脊髄、神経、筋肉の病気に由
来しているかどうかを診断し、（脳）神経内科以外の
治療や検査が必要な病気の場合は、適切な科にご
紹介します。

（脳）神経内科のかかり方
発症24時間以内の急性神経症状の場合は緊急要請
をしてください。発症24時間以上経過している神経
症状がある場合は（脳）神経内科疾患の可能性が高
いと推測されます。すでに他の診療科で治療を受け
ている方は医師にご相談い
ただき、紹介状（診療情報提
供書）を作成してもらって当
院を受診されることをお勧
めします。（重複した検査な
どが減り、より円滑な診断・
治療が可能となります。）

（脳）神経内科疾患の症状
以下の様な症状が生じた場合は（脳）神経内科領域の疾患である可能性が高いと思われます。

□ 意識がない
□ 物忘れがある（認知症専門医の診療をお願いする事があります）
□ 特定の動作ができない
□ ものが二重に見える
□ 眼が開きにくい
□ 顔が動かない
□ うまくしゃべれない
□ うまく飲み込めない
□ 腕、手、指、足、足趾が動かない
□ 姿勢が保てない
□ 動作が遅くなった
□ 手足や体が勝手に動く
□ うまく歩けない
□ 感覚が鈍い
□ しびれや痛みがある
□ めまいがある
□ 立ちくらみがある
□ 排尿や排便のコントロールができない
□ 頭痛を生じる（脳神経外科専門医、頭痛専門医に診療をお願いする事があります）
□ 痙攣を生じる（脳神経外科専門医、精神神経科専門医に診療をお願いする事があります）
□ 眠れない（心療内科、精神神経科、睡眠専門医に診療をお願いする事があります）


